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〜最新動向と事例の報告〜

国土交通省のBIM/CIM動向と
⻑野県の取組について

令和７年７月２日

⻑野県建設部技術管理室基準指導班
折井 貴臣

資料の内容と注意事項
【資料内容】
① i-ConstructionとBIM/CIM

② BIM/CIMの基礎知識
③ 国の動向について
④ 信州BIM／CIM推進協議会
⑤ ⻑野県の取組について

【注意事項】
• 当資料の情報は、各研修において職員が受講した内容
を共有しているものです。

• 資料は各スライドに記載の機関が作成したものですが、
内容については、必要に応じ各自で確認するようにし
てください。

参考資料



紹介内容
• BIM/CIMに関する国の動向については、令和７年２月
２５日に開催された「国土交通省第１３回BIM / CIM推
進委員会」の内容等を抜粋して紹介。

• 信州BIM / CIM推進協議会の過去の実務者会議で説明し
た内容から抜粋しています。

• BIM / CIMの基準や取り扱いについては、令和７年度の
関東地方整備局研修資料を更新。

• ⻑野県の取組については、令和６年度までの「BIM / 

CIM実施件数」や「ICT活用工事」、「遠隔臨場」、
「オンライン電子納品」について紹介。

① i-ConstructionとBIM/CIM
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国は独自システム有。長野県はシステム無。
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※自治体はシステム利用不可



★
今後の取組イメージ

② BIM/CIMの基礎知識
※令和７年度の関東地方整備局研修資料を更新
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③国の動向について
※「第13回 BIM／CIM推進委員会」資料抜粋
※令和７年度の関東地方整備局研修資料を更新



















【経過】
• 令和元年10月31日 設立
• 令和２年度 事業活用開始（実施要領制定）
• 令和３年度 組織拡大（参加団体の追加）
• 令和４年度 部会設置（活動本格化）
• 令和５年度 事例共有・実績蓄積
• 令和６年度 意見交換・実績の共有

【目的】
• 「官・⺠・学」が連携して各種事業を実施し、

BIM/CIM に関する知識や技術の確保・向上とともに、
若⼿技術者を育成し、⻑野県建設産業の継続的な発展
に資することを目的とする。

④信州BIM/CIM推進協議会

協議会組織

○測量・設計部会 ○建設部会 ○データ活用部会
・３次元測量の促進
・３次元設計の促進と
規格化・標準化の検討

・３Dモデル活用法の検討 ・３次元データ活用方法
の検討

○実務者会議 若⼿技術者（受発注者）を中心とした実務担当者による情報共有

○地質部会

■実務での取組：BIM/CIM活用モデル事業の積極的な活用

・地すべりCIMの実施
・地質断面図の3次元化
の有効性の検討

⻑野県モデルの構築（Ｒ４〜）

連 携

信州ＢＩＭ／ＣＩＭ推進協議会
【参加機関】
・建設コンサルタンツ協会関東⽀部⻑野地域委員会 ・信州大学工学部
・⻑野県測量設計業協会 ・⻑野⾼専
・⻑野県地質ボーリング業協会 ・国土交通省関東地方整備局⻑野国道事務所
・⻑野県建設業協会 ・⻑野県
・⻑野県建設技術センター

【アドバイザー】
・(一社)Civilユーザ会 ・⻑野県ＩＴアドバイザーセンター ・（一社）ＯＣＦ



部会と推進員の設置

• 信州BIM／CIM推進協議会の中で、部会の活動内容を横
断的に共有するために、「部会員」と「BIM／CIM推進
委員」を設置している。

• また、県の建設部において各所属ごとに「BIM／CIM推
進員（県）」を設置している。

部会員 部会員 部会員部会員

BIM／CIM推進委員
県技術管理室

県建設部 各所属BIM／CIM推進員（県）

実務者会議
BIM／CIMトークライブ

開催

情報提供＆事例照会 事例報告 参加（任意）

参加（任意）取組状況共有

（※イメージ）

令和６年度活動状況

日付 取組
　　　　４月12日、26日 令和５年度信州BIM／CIMトークライブ（第１回、２回）

　　　　５月10日、24日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第３回、４回）※第４回から事例紹介

　　　　６月７日、21日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第５回、６回）※

　　　　７月５日、19日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第７回、８回）※

　　　　８月２日、23日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第９回、10回）※

　　　　９月６日、27日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第11回、12回）※

　　　　10月11日、25日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第13回、14回）

　　　　11月８日、29日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第15回、16回）

　　　　12月20日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第17回）

令和６年１月10日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第18回）

　　　　　　12日 第１回　地質部会（４回目）

　　　　　　24日 令和５年度信州BIM／CIMトークライブ（第19回）

　　　　　　25日 第１回　建設部会（３回目）

　　　　２月８日、21日 令和５年度信州BIM／CIMトークライブ（第20回、21回）

　　　　３月６日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第22回）

　　　　３月21日 第１回　データ活用部会（２回目）測量・設計部会（２回目）※合同開催

　　　　　同日 信州BIM／CIM推進協議会_第５回実務者会議

　　　　　　25日 信州BIM／CIM推進協議会_第３回総会

　　　　６月12日、26日 令和６年度信州BIM／CIMトークライブ（第１回、２回）

　　　　７月17日 令和６年度第１回推進委員定例会＆BIM／CIMトークライブ（第３回）

　　　　８月７日、21日 令和６年度信州BIM／CIMトークライブ（第４回、５回）

　　　　９月４日、18日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第６回、７回）

　10月２日、16日、30日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第８回、９回、10回）

　　　　11月13日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第11回）

　　　　11月27日 長野・静岡合同意見交換会＆トークライブ（第12回）

　　　　12月11日、25日 令和６年度信州BIM／CIMトークライブ（第13回、14回）

令和７年１月22日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第15回）

　　　　２月５日、19日 　　〃　　　　〃　　 トークライブ（第16回、17回）

　　　　　　20日 Ｒ６第１回　建設部会（４回目）

　　　　　　21日 Ｒ６第１回　測量・設計部会（３回目）

　　　　３月４日 Ｒ６第１回　地質部会（５回目）

　　　　　　６日 令和６年度信州BIM／CIMトークライブ（第18回）

　　　　　　12日 Ｒ６第１回　データ活用部会（３回目）※書面開催

　　　　　　19日 令和６年度信州BIM／CIMトークライブ（第19回）

　　　　　　26日 信州BIM／CIM推進協議会_第４回総会

R
6

R
５

赤字 総会

実務者会議

各部会

見学会



• BIM／CIM

• ICT活用工事
• 遠隔臨場
• オンライン電子納品

⑤ 長野県の取組状況について

最新の取組等（BIM/CIMの推進について）

⻑野県建設部の発注する⼟⽊関連業務・⼯事におけるBIM/CIM適用に
関する実施方針（R5.10から適用）
※赤線及び赤枠は、国の
実施方針と異なる部分



R05建設部の取組状況（参考）

R2 R5 R2 R5
件数 件数 うち繰越 件数 うち繰越 件数 件数 件数 うち繰越 件数 うち繰越 件数

佐久 1 2 1 1 0 5 9 安曇野 7 5 5 7 7 5 24

上田 14 8 7 3 2 1 26 大町 1 4 3 1 0 1 7

諏訪 1 1 0 0 0 6 8 千曲 0 2 0 8 1 3 13

伊那 0 4 3 1 1 4 9 須坂 0 2 0 1 1 0 3

飯田 2 43 7 10 3 3 58 長野 2 5 2 12 8 2 21

　南部 0 13 9 4 4 2 19 北信 0 10 5 2 2 0 12

　松川ダム 0 1 0 0 0 0 1 犀川 0 2 1 4 1 1 7

木曽 0 4 2 4 1 2 10 姫川 1 4 1 5 1 3 13

松本 0 4 1 6 2 5 15 土尻 0 10 7 6 6 5 21

合計 29 124 54 75 40 48 276※太枠をＲ５の取組数としてカウント

R5.12月末 現在

事務所名
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長野県のBIM／CIM取組状況

R2 R7 R2 R7
件数 件数 うち繰越 件数 うち繰越 件数 うち繰越 予定 予定 件数 件数 うち繰越 件数 うち繰越 件数 うち繰越 予定 予定

佐久 1 2 1 1 0 5 4 1 0 10 安曇野 7 5 5 7 7 4 4 6 0 29

上田 14 8 7 3 2 1 1 1 0 27 大町 1 4 3 1 0 1 1 8 1 15

諏訪 1 1 0 0 0 5 2 2 2 9 千曲 0 2 0 8 1 3 2 3 0 16

伊那 0 4 3 1 1 4 0 2 2 11 須坂 0 2 0 1 1 0 0 1 0 4

飯田 2 43 7 10 3 4 2 1 0 60 長野 2 5 2 12 8 2 1 2 0 23

　南部 0 13 9 4 4 2 1 0 0 19 北信 0 10 5 2 2 1 1 1 0 14

　松川ダム 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 犀川 0 2 1 4 1 0 0 0 0 6

木曽 0 4 2 4 1 3 2 3 0 14 姫川 1 4 1 5 1 3 1 2 0 15

松本 0 4 1 6 2 5 5 5 0 20 土尻 0 10 7 6 6 4 2 1 0 21

合計 29 124 54 75 40 47 29 39 5 314

事務所名
R3 R4 R5 実績

(R2～R6)
実績

(R2～R6)

※太枠をＲ６の取組数としてカウント
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（※２０２４年６月末時点）
• ⻑野県建設部の地域（事務所）別、取組状況。



その他情報

• 全国の都道府県政令市を対象としたアンケートの結果、
⻑野県のBIM／CIM取組件数は、ダントツのトップ。

※2024年1月31日時点

ICT活⽤⼯事の実施⽅針（⻑野県）
〇対象工事
・⻑野県建設部が公告するすべての⼯事を対象とします（災害復
旧⼯事は別途協議）

・現場の生産性向上に効果がある場合、ＩＣＴ技術の一部実施も
可能です

＜一部実施の概要＞
・施⼯計画書提出時に、監督員と実施内容を協議し、協議が整った場合に
「ＩＣＴ活用⼯事」となります（費用計上が可能となる他、履⾏実績となります）
・任意施⼯（施⼯承諾）も履⾏実績とします

R6.10に適⽤拡大しました
（主な拡大︓ICTコンクリート堰堤⼯ など）

○適用工種
(1) ICT土工、ICT作業土工 (2) ICT土工1000m3未満
(3) ICT小規模土工 (4) ICT法面工
(5) ICT付帯構造物設置工
(6) ICT擁壁工 (7) ICT地盤改良工（8）ICT基礎工

（9）ICT河川浚渫 (10) ICT舗装工
（11）ICT舗装工（修繕工） (12) ICT構造物工（橋梁上部）
（13）ICT構造物工（橋脚・橋台）
（14）ICTコンクリート堰堤工

令和6年10月1日一部改定

最新の取組等（ICT活用工事について）



○ICT技術の一部実施における
「現場の生産性向上に効果がある場合」とは、
下記のいずれにも該当する場合とします。

従来施工 ICT施工

（１）安全性の向上、作業期間や人員の削減に
明らかに効果があるもの

（２）国や県が定める仕様書、施⼯管理基準等に
基づき実施し、納品されるもの

<仕様書、施⼯管理基準等>
〜 ⻑野県 実施方針等保存ページ〜

https://www.pref.nagano.lg.jp/gijukan/ict.html
〇ICT活用⼯事の実施方針
〇仕様書 ※国⼟交通省の要領に準拠
〇積算要領 ※国⼟交通省の要領に準拠
〇⼟⽊⼯事施⼯管理基準及び規格

〜 国⼟交通省 実施要領等保存ページ〜
https://www.mlit.go.jp/tec/constplan/sosei_constplan_tk_000051.html
〇実施要領
〇3次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）
〇出来形管理の監督・検査要領

ICT活⽤⼯事の実施⽅針（⻑野県）

最新の取組等（ICT活用工事について）

○現場の生産性向上に効果があることが協議により認められた場合、一部実施でも
ICT活用工事とします

・①のみの実施したものについては、
一部実施として認めません。

・①〜⑤ 積算基準および国の積算
要領に基づき必要経費を計上する

●総合評価方式入札での加点対象
建設マネジメント︓0.25 技術者要件︓0.5

ICT活⽤⼯事の実施⽅針（⻑野県）

最新の取組等（ICT活用工事について）



ICT活⽤⼯事のロードマップ（国⼟交通省）

〇国土交通省が行った令和
6年度の工種拡大（コンク
リート堰堤工など）につい
て、⻑野県では令和6年10

月から適用

最新の取組等（ICT活用工事について）

○ＩＣＴ活⽤⼯事実施状況 （⻑野県建設部）
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最新の取組等（ICT活⽤⼯事について）

・Ｈ２９年度 １６件 （すべて⼟⼯）
・Ｈ３０年度 １７件 （⼟⼯︓１６ 舗装⼯︓１）
・Ｒ元年度 ５７件 （⼟⼯︓４４ 舗装⼯︓１０ その他︓ ３）
・Ｒ２年度 ６８件 （⼟⼯︓４７ 舗装⼯︓ ８ その他︓１２）
・Ｒ３年度 １１５件 （⼟⼯︓７２ 舗装⼯︓３０ その他︓１３）
・Ｒ４年度 １６５件 （⼟⼯︓１００ 舗装⼯︓２６ その他︓３９）
・Ｒ５年度 ２７０件 （⼟⼯︓１４１ 舗装⼯︓６５ その他︓６４）
・Ｒ６年度 ３２５件 （⼟⼯︓１６６ 舗装⼯︓８１ その他︓７８）



○県建設部では、令和2年5⽉から建設⼯事における遠隔臨場の試⾏を開始
○発注機関にウェアラブルカメラ等の遠隔臨場に係る機器を配備することに伴い、
令和6年8⽉以降に起⼯起案する⼯事から、本格運用を開始

建設⼯事における遠隔臨場について

○本格運⽤の対象⼯事
①当初設計額が１億円以上の⼯事は、原則全ての⼯事で遠隔臨場を⾏うこと。ただし、通信環境が
確保できず、リアルタイムでの映像確認が困難な⼯事及び⼯場製作を含まない機械⼯事は除く。

②当初設計額が１億円未満の⼯事についても、受発注者協議の上で、適用できるものとする。
※1︓上記①⼜は②により、遠隔臨場の対象となる⼯事においても、遠隔臨場が適さない⼯種・

項目は、現場臨場とすることができる。
※2︓災害復旧⼯事についても上記①及び②と同様の取り扱いとする。

（遠隔臨場に係る費用計上は「軽微な変更」に該当）

○遠隔臨場に係る費⽤
配備されたウェアラブルカメラ等を貸与する場合を除き、「建設現場における遠隔臨場に関する
実施要領（案）（令和５年３⽉ 国⼟交通省⼤⾂官房技術調査課）」の「6.費用算出方法」に基づき、
変更により適切に計上すること。

○本格運⽤に係る要領等
本通知に定めがない事項については、「建設現場における遠隔臨場に関する実施要領（案）
（令和５年３⽉ 国⼟交通省⼤⾂官房技術調査課）」及び「建設現場における遠隔臨場に関する
監督・検査実施要領（案）（同上）」に準じる。

技術管理室通知（令和６年(2024年)７月２日付け６建政技第89号）

技術管理費で積上げ計上（受注者からの⾒積）
※従来の⽴会・確認に要する費用は、共通仮設費として率計上されているため、遠隔臨場の実
施にあたり、追加で必要となる費用を計上する。

最新の取組等（遠隔臨場の推進について）

86

令和６年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ウェアラブル
カメラ

通信端末

現地機関から
受注者へ貸与

遠隔臨場の概要

○建設産業の生産性向上を目指し、遠隔臨場の推進を加速化
⇒県がウェアラブルカメラを配備して受注者に貸与し、普及拡大を促進

■導入機器：ウェアラブルカメラ＋通信端末 ７５台
（現地機関の各係（計調、整備、維持等）に１台程度を想定）
■運用期間：３年間（令和６年７月〜令和９年６月）
■対象事業：建設部発注の工事または業務（地質調査）
■貸与のイメージ
・工事や業務の工程等に応じて、
なるべく多くの受注者に貸与できるよう配慮

・１台を半年ずつ貸した場合、
年間１５０件（75台×2現場）３年間で４５０件

遠隔臨場の加速化

スケジュール

機器のイメージ 装着イメージ
納品

運用開始

技術管理室が買入れ ①現地機関へ移管

調達準備 契約

技術管理室が賃借

契約調達準備 納品

②受注者へ貸与 ③実施状況の把握

通信費（技術管理室）

年間発注件数約1,460件※、遠隔臨場を年間150件実施した場合
※ R4実績（工事1,261件＋委託(地質調査)203件）

⇒
令和８年度には
実施率約４割を目指す

R6.7発注機関へ
配備済み

最新の取組等（遠隔臨場の推進について）



導入のメリット
・移動時間とコストの削減
・監督員待ち期間を削減

⇒働き方改革推進
・機器を使用できる人材の育成

遠隔臨場

最新の取組等（遠隔臨場の推進について）

導入のデメリット
・機材購入などの初期費用
・機器に慣れる必要
・通信環境の確保

令和7年3⽉末 ︓ 上記に伴い、電⼦納品に係る実施要領、情報共有システム実施要領を改定。
令和7年4⽉1⽇︓ 運⽤開始 ※お困りのことがあれば、NESiSヘルプデスク（03-4221-1300）へお問合せください。

NESiS利⽤マニュアル・FAQ・オンライン説明会動画を、「NESiS情報サイト」で公開。

 保存領域をクラウドにすることで、データ量の増
大やデータ消失リスク等の課題が解消され、適切
かつ安全な保管管理や、受発注者間の円滑なデー
タ共有が可能

 「情報共有システム（ASP）※1」との連携により、
協議に用いたデータを電子納品として移行でき、
工事書類の作成作業が省力化

目指す姿
 平成15年度から「電子納品対応システム（以下、

現行システム）」を活用
 現行システムの納品データは、現地機関に設置

されたHDDに保存されており、3次元化に伴う
データ量の増大やデータ消失リスク等が課題

 受注者がアクセスできないため、受発注者間の
データ共有に手間が発生

電子納品保管管理システム（オンライン電子納品）の導入

現状と課題

＜新システムの体系＞＜現行システムの体系＞

受注者 発注者
システムへ保存
（現地機関
PC・HDD）

電子納品
（CD-R・DVD-R）

電子納品対応
システム

URL：https://www.kts.co.jp/nagano_nesis/top

※電子納品保管管理システムの通称

①オンライン電子納品原則化
R7.4.1以降に竣工（完了）する工事・業務
※建設部、農政部、林務部、企業局、環境部の一部、企画振興部の一部が参画。
建築工事・業務は除く。

②情報共有システムの業務原則化
R7.4.1以降に起工・起案する業務
※R6.10からの原則化では、事前準備により利用しないことができることとしているが、
R7.4からはこの適用除外を廃止。工事は既に原則化済み。

※1：インターネットを通じて提供されるアプリケーション（ASP）を利用する方式で、
受発注者の協議を電子データにより行うもの

＜新システム導入による運用＞

ネ シ ス

県職員承認 県職員指定

※１︓保管領域はクラウドサーバであり、
県職員のみがアクセス可能

※２︓県職員は、地図表⽰機能や全⽂検索
機能により、容易に過去の電⼦成果
品を検索・閲覧できる。

※３︓受注者には、県職員が指定した
電⼦成果品が配信される。
（メールでURL受信
→専用サイトからDL可能）



おわり
時代の流れに合わせて、

BIM／CIMに取り組みましょう！


